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手洗いと接触感染

内
で
隣
接
し
て
い
ま
し
た
。一
方
、
第
一

産
科
の
産
褥
熱
（
分
娩
後
の
産
道
・
子

宮
感
染
症
）
に
よ
る
死
亡
率
は
10
%

で
、
第
二
産
科
の
死
亡
率
は
1
%
以
下

と
好
成
績
で
し
た
。
当
時
の
妊
婦
は
病

棟
の
選
択
権
が
無
く
、
入
院
曜
日
で
第

一
産
科
か
第
二
産
科
か
決
め
ら
れ
て
お

り
、
第
一
産
科
は
医
学
生
が
実
習
を
、
第

二
産
科
は
助
産
婦
が
実
習
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。
第
一
産
科
医
師
ゼ
ン
メ
ル
ワ

イ
ス
（
1
8
1
8

1
8
6
5
）
は
検

証
を
重
ね
、
病
理
解
剖
後
で
、
診
察
前

の
医
学
生
へ
手
洗
い
を
義
務
化
し
、
妊

産
婦
間
の
診
察
後
の
手
洗
い
も
義
務

化
し
、
産
褥
熱
を
抑
え
、
微
生
物
の
概

念
が
無
い
時
代
に
「
接
触
感
染
」
の
概

念
を
提
唱
し
ま
し
た
。
皆
様
も
手
洗
い

を
行
う
際
は
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
医
師

を
連
想
頂
け
た
ら
幸
甚
で
す
。

医
療
従
事
者
は
頻
回
に
手
洗
い

を
行
い
ま
す
の
で
、
手
洗
い
と
接
触

感
染
の
起
源
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
医
療
的
行
為
を
評
価
す
る
二
重

盲
検
法
と
い
う
数
学
的
解
析
が
あ

り
ま
す
。
新
薬
（
ワ
ク
チ
ン
）か
、
対
象

薬
（
プ
ラ
セ
ボ
、
薬
理
作
用
・
生
理

活
性
の
無
い
液
体
）
が
く
じ
引
き
的

に
決
め
ら
れ
、
観
察
が
終
了
す
る
ま

で
被
験
者
と
観
察
者
の
ど
ち
ら
が

投
与
さ
れ
た
か
目
隠
し
状
態
で
、
盲

検
法
、
ラ
ン
ダ
ム
化
と
い
う
要
素
を

内
包
し
、
質
の
高
い
臨
床
試
験
と
太

鼓
判
を
押
す
と
い
う
も
の
で
す
。4

月
17
日
、
菅
総
理
大
臣
が
会
談
し
た

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
会
社
が
耳
目
を
集

め

ま

し

た
。
同

社

が

開

発

し

た

C
o
v
i
d‒

19
の
m
R
N
A
ワ
ク
チ

ン「
コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注
」は
、
承
認
前
の
臨

床
試
験
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
群
と
プ
ラ
セ

ボ
接
種
群
を
設
け
て
効
果
判
定
さ
れ
ま

し
た
。
投
与
後
２
ヶ
月
弱
の
観
察
期
間
で

C
o
v
i
d‒

19
感
染
症
の
確
定
例
数

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
群
は
1
8
1
9
8
例

中
の
8
例
で
し
た
。一
方
、
プ
ラ
セ
ボ
群
は

1
8
3
2
5
例
で
1
6
2
例
で
し
た
。

発
症
リ
ス
ク
が
5
%
に
抑
え
ら
れ
、
有
効

性
95
%
と
高
く
日
本
で
も
導
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

1
8
4
0
年
代
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
総
合
病
院
に
は
二
つ
の
産
科
が

あ
り
ま
し
た
。二
科
の
病
棟
は
同
じ
建
物

イ
グ
ナ
ッ
ツ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
は
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
出
身
の
医
師
で
、
産
褥
熱

は
接
触
感
染
の
病
気
で
あ
り
、
本

題
に
も
書
か
れ
て
い
る
通
り
医
療

従
事
者
に
手
の
消
毒
を
義
務
づ
け

る
こ
と
で
そ
の
発
症
率
を
激
減
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
明

し
ま
し
た
。

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
医
師
っ
て

ど
ん
な
人
？

澤岻 安勝

消化器外科部長

日本外科専門医

日本消化器科外科専門医・ 指導医

Yasukatsu Takushi 梅
雨
の
時
期
。台
風
の
時
期
。

雨
の
日
は
憂
鬱
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

テ
ン
シ
ョ
ン
上
げ
て
い
く
に
は
・
・
。

雨
靴
に
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
そ
れ
か
ら
傘
！！

可
愛
く
し
た
ら
気
分
も
ア
ッ
プ
す
る
で

し
ょ
う
♪

皆
さ
ん
も
梅
雨
の
時
期
憂
鬱
な
気
分
を

上
げ
る
工
夫
を
し
て
下
さ
い
ね
。

沖縄の長い梅雨も そろそろ終盤と 成り 、 皆様の体調

はいかがでし ょ う か？今年は平年より ５ 日早く 、 昨年

と 比べて１ １ 日早い梅雨入り だったそう ですが、 先日

の新聞に「 梅雨明けも 早まる 」と の記事か有り まし た。

　 コ ロ ナ過の中、 気持ち も 暗く 湿り がち に成り ます

が、早く あの濃い青い夏空が見たいです

Text : 総務課 宮良

環境整備課
「君、人に熱と誠があれば、

　　　　　　　　何事でも達成するよ」

―北里　柴三郎―

リ
モ
ー
ト
は

昔
ロ
ボ
ッ
ト

今

勤

務

日帰り手術センターが
リニューアルされました！！

皆様に綺麗な庭園をご提供致します。

50
代
医
師

3 月20 日に改修工事が完了し、「 日帰り手術センター」がリニューア

ル致しました。これまであった診療科（ 内科、眼科、心臓外科）に今回歯

科口腔外科を追加しており、今後も感染対策に努めながら、最新の医療

を提供してまいります。

日帰り手術センターを利用する最大のメリットは、通常1 ～2 泊ほど

かかる手術が来院されたその日ですべて行えるため、皆様の生活リズム

を変えることなく手術治療やカテーテル検査が可能となり、更に医療費

も安くなります。但し、診療科によって対応できる手術などが異なります

ので、まずは医師にご相談下さい。

※医師の判断で術後入院となる場合もございます。

第71回日本病院学会沖縄初開催03

2021 年 6 月休診のお知らせ02
診療科 担当医師 休診日

※5 月31日時点のお知らせとなります。

形成外科

6月2日(水 )午後/6月5日(土 )
6月9日(水 )午後/6月16日(水 )午後

6月18日(金 )/6/19日(土 )
6月23日(水 )午後/6月26日(土 )

黒田 周一

大腸肛門外科
6月10日(木 )/6月11日(金 )

6月24日(木 )/6月25日(金 )

6月2日(水 )※予約のみ
6月4日(金 )※予約のみ

6月12日(土 ) ※受付時間9： 30 まで
仕垣 幸太郎

6月15日(火 )眼形成 嘉鳥 信忠

整形外科 金城 忠克

内科 大城 康一

6月11日(金 )

6月10日(木 )

6月23日(水 )

皮膚科 山口 さやか
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お尻のコリをほぐすお尻筋スト レッチ
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
支
え
る
お
尻
の

筋
肉
を
じ
っ
く
り
伸
ば
す
た
め
に
効
果

的
な
体
操
で
す
。
日
々
無
理
の

な
い
範

囲
で
少
し
ず
つ
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
科

我
那
覇

隆
志

健
康
運
動
指
導
士

● スト レッチで期待できる効果
・お尻筋の緊張緩和と血流改善

・ 関節可動域の改善

・お尻の凝りからくる腰痛や疲労を予防

● スト レッチの方法
・反動をつけたり、痛みを我慢して行わない

・ 1つの動作に左右15～20秒程でゆっくり伸ばす

・ストレッチ中は呼吸を止めずに、ゆっくりと呼吸を

意識して行う

1. 床に座り、身体の後ろに両手をついて

バランスを保つ

2. 右の足首を左の太ももに乗せる

3. 背中を曲げず上体を起こす

4. 伸ばしていた左膝を少しずつ曲げる

5. 「 お尻が伸びているなぁ～」と感じる

ポイントで20秒間キープ

6. 脚を替えて、左右1～2回ずつ行う

お尻を伸ばす

看
護
部
で
は
今
年
度
も
多
く
の
新
人
看

護
師
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

新
人
看
護
師
研
修
を
、
感
染
防
止
対
策
の

も
と
行
っ
て
い
ま
す
。

採
血
や
点
滴
な
ど
の
診
療
に
必
要
な
看

護
技
術
の
研
修
で
は
、
安
全
に
正
し
い
方

法
で
の
実
施
を
意
識
し
て
指
導
し
て
い
ま

す
。
ま
た
お
互
い
の
目
標
や
目
指
す
理
想

の
看
護
師
像
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
お
互

い
に
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
初
は
緊
張
し
た
表
情
の
新
人
看
護
師

の
皆
さ
ん

で
す
が
、
先
輩
看
護
師
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
真
剣
に
研
修
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

「
ナ
ー
ス
が
ま
ま
」
で
は
新
人
看
護
師
の

奮
闘
ぶ
り
や
看
護
部
の
日
常
を
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度

新

人
看
護

師

研
修

ナー
ス
が
ま
ま

看
護
部
の

~
看
護
師
達
の
日
常
~

無 力だ から こ そ 、できるこ と がきっと ある 。

泣
く
な
研
修
医

中
山

祐
次
郎

イベリコ柏木

   内科医。

“ Read Hard ! 
   Sleep Well ! ”
   がモットー。

2
0
1
9
年

幻
冬
舎

「
遠
心

分
離
機
の

使
い
道

」

遠
心
分
離
機
と
は
回
転
に
よ
る
遠
心
力
に

よ
っ
て
重
た
い
物
、
軽
い
物
を
分
け
る
機
械

で
す
。
一
般
的
に
病
院
内
で
は
血
液
検
査
な

ど
で
使
用
さ
れ
る
事
が
多
い
で
す
が
、
こ
の

機
械
は
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
自
己
血
液
回

収
装
置
」
と
呼
ば
れ
、
心
臓
血
管
外
科
や
整

形
外
科
、
婦
人
科
な
ど
の
手
術
時
に
出
血
を

吸
引
し
、
遠
心
分
離
で
血
液
と
手
術
洗
浄
水

や
塵
を
分
離
し
て
血
液
の
み
を
取
り
出
す
事

が
出
来
ま
す
。
結
果
、
患
者
様
ご
自
身
の
血

液
を
身
体
に
戻
し
、
こ
れ
に
よ
り
輸
血
血
液

を
削
減
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

の通知表からだからだ 検査科

上江田ゆかり

〈 貧血とは〉

薬剤科

姫野耕一

薬
の
副
作
用
と
対
処
方
法

皆
さ
ん
が

日
頃
服
用
さ
れ
て
い
る
薬
剤
に
は
、
3

種
類

の
副
作
用
反
応
を
起
こ

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1
.
眠
気
や
便
秘
、
皮
膚
の
内
出
血

2
.
光
線
過
敏
症
（
皮
膚
の
か
ゆ
み
）

3
.
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

副
作
用
に
つ
い
て
は
必
ず
医
師
に
相
談
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
今
回
は
一
時
的
な
対
処
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

・
軽
い
胃
の
不
調

★
ほ
ん
の
少
し
（
コ
ッ
プ
半
分
く
ら
い
）
水
か
白
湯
（
さ
ゆ
）

を
飲
む

・
軽
い
下
痢

★
バ
ナ
ナ
や
お
か
ゆ
、
す
り
お
ろ
し
り
ん
ご

な
ど
消
化
の

よ
い
食
べ
物
を
と
る

★
水
分
を
と
っ
て
脱
水
症
状
を
ふ
せ
ぐ

・
軽
い
便
秘

★
水
分
を
こ
ま
め
に
、
十
分
と
る

★
繊
維
を
多
く
ふ
く
む
食
べ
物
を
と
る

（
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
）

臨床工学科

前川正樹

私
が
医
師
に
な
っ
て
初
め
て

の
患
者
は
１
歳
の
男
の
子
だ
っ

た

。
先
天
性
の
心
臓
病
が
あ

り
、
根
治
手
術
に
臨
む
そ
の
日

か
ら
私
は
主
治
医
チ
ー
ム
に
加

わ
っ
た
。
長
時
間
か
か
っ
た
も

の
の
手
術
は
順
調
に
進
み
夜
８

時
に
終
了
し
た
が
、
ホ
ッ
と
し

た
の
も
束
の
間
、
そ
の
夜
か
ら

病
状
は
悪
化
す
る
。
チ
ー
フ
ド

ク
タ
ー
達
に
よ
る
必
死
の
治
療

も
む
な
し
く
２
週
間
後
に
男
の

子
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
研
修

医
に
な
り
た
て
の
私
は
先
輩
た

ち
の
後
ろ
で
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
変
わ
り
果
て

た
我
が
子
を
胸
に
抱
き
し
め
、

泣
き
な
が
ら
I
C
U
を
出
て
い

く
両
親
の
こ
と
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。

研
修
医
は
医
療
初
心
者
で
あ

り
、

社
会

人
一
年
生
で

も
あ

る
。
本
書
の
主
人
公
と
同
じ
く

筆
者
も
、
体
力
以
外
は
ほ
と
ん

ど
期
待
さ
れ
ず
現
場
で
邪
魔
者

扱
い
さ
れ
る
研
修
医
時
代
を
過

ご
し
た
。
そ
ん
な
私
も
２０
年
戦

士
と
な
り
、
外
見
も
中
身
も
そ

れ
な
り
の
医
者
と
な
っ
た
。
自

分
の
努
力
の
賜
物
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
先
輩
医
師
や
看

護
師
に
烈
火
の
如
く
叱
ら
れ
た

り
、
大
恥
を
か
い
た
り
、
自
分

の
無
力
さ
を
痛
感

し
た
り
と

い
っ
た
自
慢
で
き
な
い
多
く
の

経
験
が
今
の
私
を
作

っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
点
で
、
医
師
が

育
つ
過
程
は
相
当
に
泥
臭
い
。

初
め

て
の
患
者

を
救
え
な

か
っ
た
私
は
、
そ
れ
以
来
、
手

術
に
向
か
う
時
に
は
握
手
で
送

り
出
し
、
麻
酔
が
覚
め
た
ら
握

手
で
迎
え
る
こ
と
に
し
た
。
今

で

も
行
う

ル
ー
テ

ィ
ン
で

あ

る
。
手
術
を
乗
り
越
え
た
こ
と

を
心
底
喜
び
つ
つ
、
時
を
経
て

も
あ
の
時
の
純
粋
さ
を
忘
れ
な

い
た
め
の
、
私
に
と
っ
て
大
切

な
儀
式
で
も
あ
る
。

貧血とは、血液中の赤血球や血色素であるヘモグロビンが正常より

も少なくなってしまった状態をいいます。赤血球に含まれるヘモグロビ
ンは、酸素を全身に運ぶ重要な役割を担っています。そのため、貧血に
なると酸素を運搬できなくなり、体が酸欠状態になってしまいます。

◇成人の赤血球とヘモグロビンの基準値
・ 赤血球（ ＲＢＣ）

男性 410 ～ 530 万/mm3(μL)
女性 380 ～ 480 万/mm3(μL)
・ ヘモグロビン（ Ｈｂ）

男性 14 ～ 18 g/dl
女性 12 ～ 16 g/dlヘモグロビンの働き

食品に含まれる鉄には、「 ヘム鉄」と「 非ヘム鉄」があります。「 ヘム
鉄」は溶けやすく 、体内に吸収されやすいため、効率的に鉄がとれま
す。ヘム鉄は牛肉、豚肉、鶏肉、魚類に多く含まれます。「 非ヘム鉄」

の多い食品も、鉄分の吸収を高める食品と一緒に摂ることで効率よく
鉄を摂ることができます。色々な食品からバランスよく 鉄分をとりま
しょう。

総
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
病
院
の
中
に
〝
も

う
一
つ
小
さ
な
病
院
〞
が
入
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

で
、そ
の
小
さ
な
病
院
に
は
、
専
属
の
医
師
や
看
護

師
ま
た
は
保
健
師
、
検
査
技
師
や
放
射
線
技
師
な

ど
が
お
り
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
ご
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
提
供
と
い
っ
て
も
形
と
し
て
見
え
る
も
の

で
は
な
い
た
め
、ご
提
供
内
容
を
可
視
化
し
た
も

の
が
〝
結
果
報
告
書
〞
で
、
そ
れ
が
商
品
に
な
り
、

健
診
事
業
を
と
お
し
て
地
域
社
会
の
皆
様
の
健

康
管
理
の
お
役
だ
ち
ツ
ー
ル
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
渉
外
課
（
事
務

部
）は
、
受
診
案
内
か
ら
受
診
後
の
結
果
報
告
ま

で
を
受
診
者
様
ま
た
は
ご
利
用
を
ご
検
討
い
た

だ
い
て
い
る
方
へ
分
か
り
易
く
情
報
発
信（
可
視

化
）す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

~

お
も
な
情
報
発
信
に
つ
い
て

~

①
結
果
報
告
書

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
料
金
表

な
ど

人
間
ド
ッ
ク
健
診
事
業
を
と
お
し
て
地
域
社

会
の
皆
様
の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
が
し
た
い

と
い
う
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、人
間
ド
ッ
ク

や
健
康
診
断
は
、『
受
け
れ
ば
良
い
』
か
ら『
結
果

か
ら
生
涯
を
通
じ
た
健
康
管
理
』
へ
と
目
的
が
変

化
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
も
渉
外
課
（
事
務
部
）
は
受
診
者
様
へ

分
か
り
易
く
健
康
情
報
発
信
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー
便
り

総
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

健
康
情
報
発
信
に
つ
い
て

新型コロナワクチン接種に関する

お問い合わせについて

接種予約や接種券についてのお問合せ

当院近隣の連絡先は下記の通りとなっております。それ以外の

方は、お住いの市町村へ確認して頂く か、 QRコードを読み取ると

沖縄県公式ホームページへ移動します。

・ 那覇市内在住の方
　【 連絡先】 098-917-0462

　【 問い合わせ時間】 9:00 ～17:00 ※　 祝祭日を除く

・ 浦添市内在住の方
　【 連絡先】 0570-0570-23

　【 問い合わせ時間】  9:00 ～17:00 ※　 祝祭日を除く

接種後の症状等に関する専門的な問い合わせ

ワクチン接種後3 日経っても腫れや熱が続く 場合など

沖縄県新型コロナウイルスワクチン専門相談コールセンター
TEL： 098-894-4856  

( 受付時間 9： 00 ～17： 00） 平日・ 休日 ※　 祝日を除く

1.

2.


